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　本誌掲載の記事を読み，学習することは「土木学会」，「建設コンサル
タンツ協会」のCPD教育制度の「自己学習」に該当します。単位の取
得につきましては，申請する各団体により異なりますのでご確認下さい。
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担い手の確保・育成，魅力ある職場づくり特集 担い手の確保・育成，魅力ある職場づくり

1.　はじめに

建設業は，社会資本の整備・管理の担い手であ
るとともに，災害時における「地域の守り手」と
して国民生活や社会経済活動を支える極めて重要
な役割を担っています。
一方，就労条件や他産業と比した賃金水準の低

さなどを背景に就業者数の減少が続いており，建
設業がその重要な役割を将来にわたって果たし続
けられるようにするため，担い手確保に向けた取
組を強化することが急務となっています。
建設キャリアアップシステム（以下，「CCUS」

という）は，建設技能者の資格や現場の就業履歴
等を業界横断的に登録・蓄積し，それを活用する
ことによって，技能と経験に応じた適切な処遇に
つなげようとするものであり，持続的な担い手確
保に向けて非常に重要な取組です。
CCUS の普及拡大に向けて，令和 6 年 7 月に

「CCUS 利用拡大に向けた 3か年計画」を公表し
たところであり，本稿では，本計画策定から約 1
年半経過したことを踏まえ，主な施策について解
説します。

2.　CCUSのねらい

建設業は他産業に比べて高齢化が進展してお
り，建設業が引き続き優良な社会資本整備・管理
の担い手としての機能を担うためには，これまで
以上に若年者に選択される環境を整備することが
必要であり，建設業への若者の入職を進めるため
には，将来的な処遇やキャリアパスを見える形で
示す必要があります。
一方で，建設技能者は異なる現場で経験を積
み，また一人一人の能力が統一的に把握・評価さ
れる環境が存在せず，経験や技能の向上が処遇に
つながりにくい現状がありました。
こうした技能者の働き方の特徴を踏まえた上
で，建設業を，一人一人の技能者が経験と技能に
応じた処遇が受けられ，これから入職する若い世
代がキャリアパスの見通しが持てる産業としてい
くために，技能者の本人情報等の真正性を確保す
るとともに，業界全体で技能者の就業履歴を蓄積
し，技能者の処遇改善につなげる仕組みとして，
CCUSが整備されました。
CCUS の運用開始により，技能者は技能や経験
に見合った適正な評価を受け，処遇へ反映される
ことが期待されるほか，建設業に再入職する際な
どに，自身の技能や経歴を簡易に証明することが

建設キャリアアップシステム
（CCUS）の普及促進に向けて
～「CCUS利用拡大に向けた 3か年計画」の状況～

国土交通省 大臣官房参事官（建設人材・資材）付
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